
科目名  関係法規 

時間割表記名  関係法規 

配当時期   3年次 前期 

単位数    １単位 

時間数   １５時間（８回） 

講義担当者 

牧野 功 湊本康則 

黒木智鶴 

事前学習内容 

  テキストの当該ページを精読して臨む。 

授業目標 

１．法律の基礎知識を学び、専門職業人としての看護師の責任と義務に関する法律を理解できる。 

２．保健師助産師看護師法について理解できる。 

教育目標との関連    

１．看護の対象である人間を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として理解する。 

 ２．人々が生活するうえでの健康の意味を、環境との相互作用の観点からりかいする。 

 ３．対象の生活をよりよくするために、科学的根拠に基づいた看護を実践できる能力を養う。 

 ４．人々の多様な価値観を尊重し、専門職業人として倫理観に基づいた看護を実践できる能力を養う。 

 ５．保健医療福祉制度とそれに関わる職種の役割を理解し、チーム医療を実践するための基礎的能力を 

養う。 

授業の流れ 

回 学習内容 方法 備考 

１ 1.法の概念 

1) 法規の概念 

2) 衛生法規の意義・沿革・分類 

講義 

 

テキスト①② 

資料 

２ 2.医事法 

 1) 医療法 

 2) 医療関係資格法（医師法、歯科医師法、その他の医療

関係資格） 

 3) 移植医療に関する法 

講義 

 

テキスト①② 

資料 

３ 3.薬務法          

 1)医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保

等に関する法律 

  （１）目的  定義  薬局とは 

 （２）医薬品等の基準と検定 

   ①日本薬局方 

 （３）医薬品等の取扱い 

 （４）医薬品等の安全対策    

 ２)麻薬及び向精神薬取締法  

 ３)アヘン法、大麻取締法、覚醒剤取締法 

 ４）安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 

 

 

講義 

 

テキスト①② 

資料 



  

４ 4.保健衛生法 

 1)地域保健法 

 2)母体保護法 

 3)精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 

 4)精神保健福祉士法 

5.予防衛生法規 

 1)感染症の予防及び感染症の患者に関する医療に関する 

法規 

 2)予防接種法 

 3)学校保健安全法 

講義 

 

テキスト①② 

資料 

５ 6.環境法 

 1)環境保全、公害関係 

 2)環境衛生関係 

7.労働法 

講義 

 

テキスト①② 

資料 

６ 8.看護に関する法律 

1)保健師助産師看護師法 

講義 テキスト①②③ 

資料 

７ 2)看護師などの人材確保の促進に関する法律 講義 テキスト①②③ 

資料 

８ 筆記試験 （45分） 試験（筆記）  

受講上の注意 

 〇事前・事後学習を行う。 

評価方法 

筆記試験 

使用するテキスト 

  ①系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度４ 看護関係法令 医学書院 

  ②系統看護学講座 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進３ 薬理学   医学書院 

  ③看護六法 令和５年版 新日本法規 
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